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伊平屋島田名方言の動詞の活用

崎山拓真 上門梨緒

1. はじめに

動詞は、人やものの動きや変化、状態を語彙的な意味としてあらわす述語になることか

ら、文法的なカテゴリーとしてのテンスとアスペクトをもつ。また、人の意志的な動作を

あらわすため、ムード形式をもっていて、命令形、勧誘形、禁止形などがある。

今回は 2016 年 9 月 4 日、5 日に伊平屋島田名集落で調査した、38 個の動詞の活用につ

いて報告する。なお調査した形式は、非過去形、否定形、過去形、継続相、中止形である。

調査した動詞は以下のとおりである。

飛ぶ、遊ぶ、持つ、行く、縛る、漕ぐ、出す、くれる、落とす、飲む、食べる、降る、

蹴る、起きる、降りる、落ちる、捨てる、洗う、買う、言う、掘る、売る、被る、閉

じる、寝る、降りる、酔う、着る、切る、する、ない、ある、いる、来る、見る、食

う

2.動詞活用のタイプ

伊平屋島田名方言（以下、田名方言）の動詞の個々の形態論的な形は、標準語と同様に

語幹、語尾、助辞などの形つくりの要素に分化している。語幹は「原則として、それぞれ

の活用形に共通な要素であって、それらが特定の動詞の（活用以外の）特定のカテゴリー

に属することを表現する役割をもっている要素」であり、語尾は、「同一の（活用以外の）

カテゴリーに属する個々の活用形を特徴づける役割をもった要素のうち、基本的なもの」

である。語尾は文法的な意味に応じて変化する部分で、のこりの変化しない部分が語幹で

ある1。

 田名方言の動詞の語幹には、基本語幹、音便語幹、連用語幹のみっつの変種が存在する。

基本語幹と音便語幹は現代日本語にもみられるが、連用語幹は、奄美沖縄諸方言に特徴的

にみられる。動詞の語幹（基本語幹、連用語幹、音便語幹）と語尾のつくり方から、田名

方言の動詞は規則変化動詞と特殊変化動詞にわけることができる。規則変化動詞はさらに、

強変化動詞と混合変化動詞にわかれる。強変化動詞は、基本語幹の末尾に子音があらわれ、

音便語幹をもつ。

 混合変化動詞は、音便語幹をもたず、基本語幹末に子音があらわれ、連用語幹末に母音

があらわれる、子音語幹と母音語幹の混合した動詞である。

 強変化動詞も、混合変化動詞も語幹のつくりかたによって、それぞれに下位の変種があ

る。強変化動詞は、基本語幹末にあらわれる子音のちがいに応じて語幹の変種のあらわれ

方や語尾の変種のあらわれ方が異なるため、m 語幹動詞、b 語幹動詞のように名付けて呼び

1語幹、語尾の定義は、鈴木重幸（1972）、同（1983a）、同（1983b）にしたがう。 
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分ける。混合変化動詞は、中止形の語幹が 1 音節か、1 音節以上かで分かれる。それぞれ 1
音節動詞、2 音節動詞と呼び分ける。なお、基本語幹は否定形の語幹を代表させて、それぞ

れ分類していく。語幹と語尾の境界には「-」を挿入する。 
・語幹について

基本語幹とは命令形、勧誘形のような動詞の屈折の語幹である。基本語幹を構成要素に

もつ動詞の形式は、否定形、命令形、勧誘形などがある。今回は調査のデータから否定形

を代表させている。音便語幹とは音便によって生じた語幹で、基本語幹から派生したかわ

り語幹である。音便語幹を構成要素にもつ形式は過去形である。連用語幹は奄美沖縄諸方

言に特徴的にみられる語幹で、構成要素にもつ形式は中止形、非過去形、継続相である。

2.1 強変化動詞 
強変化動詞は、現代日本語の強変化動詞（鈴木重幸 1972 の第一変化）に対応するもので、

混合変化動詞と活用のタイプが異なっている。現代日本語の強変化動詞のように田名方言

の強変化動詞も音便語幹を有する。基本語幹は否定形、音便語幹は過去形、連用語幹は中

止形、非過去形、継続相にみられる。

（１）k 語幹動詞

k 語幹動詞は、mucuɴ (持つ)、kuncuɴ（縛る）、ntsuɴ/ɴcuɴ（見る）、icuɴ（行く）などがあ

る。この動詞は、基本語幹の末尾が k で、連用語幹末の子音は c である。なお、icuN（行く）

は、過去形と中止形のとき有声子音 zj であらわれる k 語幹動詞のバリエーションである。 

今回の調査では得られなかったが、過去に調査された全集落調査票の調査結果では、「見

る」の活用は、nu:ɴ（見る）na:ɴ（見ない）nca（見た）ne:ɴ（見て）という形式になってい

る。今後「見る」には２つの形式がある可能性も考慮しながら調査する必要がある。

基本語幹 音便語幹 連用語幹 

否定形 過去形 非過去形 中止形 継続相 

k 持つ muk-aɴ mu-caɴ muc-uɴ muc-eː muc-oːɴ 

k 縛る kunk-aɴ kun-caɴ kunc-uɴ kunc-eː kunc-oːɴ 

k 見る ink-aɴ n-caɴ nts-uɴ/ɴc-uɴ nc-eː 

k 行く ik-aɴ n-zjaɴ ic-uɴ nzj-i2

（２）g 語幹動詞

g語幹動詞には huzjuɴ (漕ぐ)がある。基本語幹末子音は gで、連用語幹末子音は zjである。

2 田名方言の中止形は muc-eː（持って）、kunc-eː（縛って）のように―eːであらわれるが、今回の調査で、

他の琉球諸方言にみられる-i で終わる形式がいくつかあらわれた。これは首里方言や他の地域の方言との

接触による可能性がある。これらの形式については要検討である。
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基本語幹 音便語幹 連用語幹 

否定形 過去形 非過去形 中止形 継続相 

g 漕ぐ hug-aɴ hu-zjaɴ huzj-uɴ huzj-i3 huzj-oɴ

（３）h 語幹動詞

h 語幹動詞は nzjahuɴ（出す）、turahuɴ（くれる）、utusuɴ（落とす）、huɴ（する）がある。

基本語幹末子音と連用語幹末子音は h である。「落とす」は、s 語幹動詞のような形式であ

らわれたが、田名方言では、＊s＞h の変化がみられることから、この「落とす」も h 語幹動

詞である可能性が高い。これは首里方言や他の方言との接触によって s 語幹動詞のような活

用になっていると考えられる。

基本語幹 音便語幹 連用語幹 

否定形 過去形 非過去形 中止形 継続相 

h 出す nzjah-aɴ nzja-caɴ nzjah-uɴ nzjah-eː nzjah-oɴ

h くれる turah-aɴ tura-caɴ turah-uɴ

h 落とす utus-aɴ utu-caɴ utus-uɴ utusj-eː

h する h-aɴ h-uɴ h-eː

（４）m 語幹動詞

m 語幹動詞には、numuɴ(飲む)、kamuɴ(食べる)などがある。この動詞は基本語幹末子音、

連用語幹末子音が m である。なお、過去形の語尾の子音は nu-naɴ（飲んだ）のように n に

なる単語と、ka-daɴ（食べた）のように d になる単語がある。これは他の m 語幹動詞（つ

かむ、頼む、縮むなど）の過去形を調査し、検討しなければならない。

基本語幹 音便語幹 連用語幹 

否定形 過去形 非過去形 中止形 継続相 

m 飲む num-aɴ nu-naɴ num-uɴ num-eː num-oːɴ

m 食べる kam-aɴ ka-daɴ kam-uɴ kam-eː

（５）b 語幹動詞

b 語幹動詞には、tubuɴ （飛ぶ）asibuɴ（遊ぶ）などがある。基本語幹末子音、連用語

幹末子音は b である。遊ぶについては、asibuɴとは別に asuwuɴという形式が確認できた。

伊平屋方言では、waːki(ざる)や、waːpeː(まちがい)のように、他の琉球諸方言で ba であらわ

れるものが wa になる音韻変化がみられる（＊ba＞wa）。否定形などでも tuw-aɴ（飛ばない）、

asuw-aɴ（遊ばない）の形式になることが予想されるが、今回そのような語形は確認できな

かった。他の方言との接触によって、b 語幹動詞は全体的にゆれている可能性があるため、

3 この形式も述べたシ中止形であらわれる例
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分ける。混合変化動詞は、中止形の語幹が 1 音節か、1 音節以上かで分かれる。それぞれ 1
音節動詞、2 音節動詞と呼び分ける。なお、基本語幹は否定形の語幹を代表させて、それぞ

れ分類していく。語幹と語尾の境界には「-」を挿入する。

・語幹について

基本語幹とは命令形、勧誘形のような動詞の屈折の語幹である。基本語幹を構成要素に

もつ動詞の形式は、否定形、命令形、勧誘形などがある。今回は調査のデータから否定形

を代表させている。音便語幹とは音便によって生じた語幹で、基本語幹から派生したかわ

り語幹である。音便語幹を構成要素にもつ形式は過去形である。連用語幹は奄美沖縄諸方

言に特徴的にみられる語幹で、構成要素にもつ形式は中止形、非過去形、継続相である。

2.1 強変化動詞

強変化動詞は、現代日本語の強変化動詞（鈴木重幸 1972 の第一変化）に対応するもので、

混合変化動詞と活用のタイプが異なっている。現代日本語の強変化動詞のように田名方言

の強変化動詞も音便語幹を有する。基本語幹は否定形、音便語幹は過去形、連用語幹は中

止形、非過去形、継続相にみられる。

（１）k 語幹動詞

k 語幹動詞は、mucuɴ (持つ)、kuncuɴ（縛る）、ntsuɴ/ɴcuɴ（見る）、icuɴ（行く）などがあ

る。この動詞は、基本語幹の末尾が k で、連用語幹末の子音は c である。なお、icuN（行く）

は、過去形と中止形のとき有声子音 zj であらわれる k 語幹動詞のバリエーションである。

今回の調査では得られなかったが、過去に調査された全集落調査票の調査結果では、「見

る」の活用は、nu:ɴ（見る）na:ɴ（見ない）nca（見た）ne:ɴ（見て）という形式になってい

る。今後「見る」には２つの形式がある可能性も考慮しながら調査する必要がある。

基本語幹 音便語幹 連用語幹 

否定形 過去形 非過去形 中止形 継続相 

k 持つ muk-aɴ mu-caɴ muc-uɴ muc-eː muc-oːɴ

k 縛る kunk-aɴ kun-caɴ kunc-uɴ kunc-eː kunc-oːɴ

k 見る ink-aɴ n-caɴ nts-uɴ/ɴc-uɴ nc-eː

k 行く ik-aɴ n-zjaɴ ic-uɴ nzj-i2

（２）g 語幹動詞

g語幹動詞には huzjuɴ (漕ぐ)がある。基本語幹末子音は gで、連用語幹末子音は zjである。

2 田名方言の中止形は muc-eː（持って）、kunc-eː（縛って）のように―eːであらわれるが、今回の調査で、

他の琉球諸方言にみられる-i で終わる形式がいくつかあらわれた。これは首里方言や他の地域の方言との

接触による可能性がある。これらの形式については要検討である。
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基本語幹 音便語幹 連用語幹 

否定形 過去形 非過去形 中止形 継続相 

g 漕ぐ hug-aɴ hu-zjaɴ huzj-uɴ huzj-i3 huzj-oɴ 

（３）h 語幹動詞

h 語幹動詞は nzjahuɴ（出す）、turahuɴ（くれる）、utusuɴ（落とす）、huɴ（する）がある。

基本語幹末子音と連用語幹末子音は h である。「落とす」は、s 語幹動詞のような形式であ

らわれたが、田名方言では、＊s＞h の変化がみられることから、この「落とす」も h 語幹動

詞である可能性が高い。これは首里方言や他の方言との接触によって s 語幹動詞のような活

用になっていると考えられる。

基本語幹 音便語幹 連用語幹 

否定形 過去形 非過去形 中止形 継続相 

h 出す nzjah-aɴ nzja-caɴ nzjah-uɴ nzjah-eː nzjah-oɴ 

h くれる turah-aɴ tura-caɴ turah-uɴ

h 落とす utus-aɴ utu-caɴ utus-uɴ utusj-eː  

h する h-aɴ h-uɴ h-eː

（４）m 語幹動詞

m 語幹動詞には、numuɴ(飲む)、kamuɴ(食べる)などがある。この動詞は基本語幹末子音、

連用語幹末子音が m である。なお、過去形の語尾の子音は nu-naɴ（飲んだ）のように n に

なる単語と、ka-daɴ（食べた）のように d になる単語がある。これは他の m 語幹動詞（つ

かむ、頼む、縮むなど）の過去形を調査し、検討しなければならない。

基本語幹 音便語幹 連用語幹 

否定形 過去形 非過去形 中止形 継続相 

m 飲む num-aɴ nu-naɴ num-uɴ num-eː num-oːɴ 

m 食べる kam-aɴ ka-daɴ kam-uɴ kam-eː 

（５）b 語幹動詞

b 語幹動詞には、tubuɴ （飛ぶ）asibuɴ（遊ぶ）などがある。基本語幹末子音、連用語

幹末子音は b である。遊ぶについては、asibuɴとは別に asuwuɴという形式が確認できた。 

伊平屋方言では、waːki(ざる)や、waːpeː(まちがい)のように、他の琉球諸方言で ba であらわ

れるものが wa になる音韻変化がみられる（＊ba＞wa）。否定形などでも tuw-aɴ（飛ばない）、

asuw-aɴ（遊ばない）の形式になることが予想されるが、今回そのような語形は確認できな

かった。他の方言との接触によって、b 語幹動詞は全体的にゆれている可能性があるため、

3 この形式も述べたシ中止形であらわれる例 
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他の b 語幹動詞でも調査する必要がある。 
基本語幹 音便語幹 連用語幹 

否定形 過去形 非過去形 中止形 継続相 

b 飛ぶ tub-aɴ tub-uɴ tub-eː tub-oɴ 

b 遊ぶ asib-uɴ

b 遊ぶ asu-daɴ asuw-uɴ asub-eː  

（６）r 語幹動詞

r 語幹動詞には、hujuɴ（降る）、kiːjuɴ（蹴る）、koː-iɴ（買う）、ara-iɴ（洗う）などがあ

る。基本語幹末子音は r で、連用語幹末は母音になっている。「洗う」、「買う」は現代日

本語では語幹末が母音になるが、田名方言のばあい語幹末に r があらわれていて両者の語幹

末が対応しない。同様に現代日本語の弱変化動詞に対応する田名方言の動詞の基本語幹末

子音も r になっている。この現象をかりまた（2006）にならい、「r 語幹化」とよぶ。 

基本語幹 音便語幹 連用語幹 

否定形 過去形 非過去形 中止形 継続相 

r 降る hur-aɴ hu-taɴ hu-juɴ hu-eː hu-joːɴ 

r 被る haur-aɴ hau-taɴ hau-iɴ hau-eː hau-joːɴ 

r 掘る hur-aɴ hu-taɴ hu-iɴ huj-eː 

(hui-eː) 

hu-joːɴ 

r 売る ur-aɴ u-taɴ u-iɴ u-eː u-joːɴ

r 閉じる kuːr-aɴ kuː-taɴ kuː-iɴ kuː-eː 

r 寝る nuːr-aɴ nuː-taɴ nu-iɴ nuː-eː nuː-joːɴ 

r いる ur-aɴ uː-taɴ u-ɴ

r 買う koːr-aɴ koː-taɴ koː-iɴ koː-eː 

r 洗う arar-aɴ ara-taɴ ara-iɴ ara-eː ara-joːɴ 

2.2 混合変化動詞

混合変化動詞は、現代日本語の弱変化動詞（鈴木 1972 の第二変化、いわゆる一段動詞）

に対応し、音便語幹をもたない。現代日本語の弱変化動詞の基本語幹が母音でおわり、強

変化動詞の基本語幹が子音でおわっているのに対して、田名方言の混合変化動詞の基本語

幹の末尾は子音になっていて、その点は現代日本語とはことなっている。これは前述した

ように田名方言のばあい、弱変化動詞の基本語幹が r 語幹化したためである。混合変化動

詞は、音便語幹をとりたてて設定する必要がなく、連用語幹の末尾が母音でおわるなど、

現代日本語の弱変化動詞とおなじ特徴も有していて、田名方言のばあい、弱変化動詞と強

変化動詞の混合の活用をするようになっている。

現代日本語の弱変化動詞に対応する伊平屋方言の混合変化動詞は、基本語幹の末尾が -r 
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になっていて、ここでもｒ語幹化がみられる。現代日本語の弱変化動詞に対応する伊平屋

方言の動詞を混合変化動詞とする要因になっている。

現代日本語のばあい、弱変化動詞には基本語幹末の母音が～e（下二段活用）になる動詞

と、～i （上二段活用）になる動詞とがあるが、伊平屋方言のばあい、前者の～e に統一さ

れている。琉球語全体におきたせま母音化のため、いずれも i になっていて、わかりにくい

のであるが、i に先行する子音が口蓋音化していないことから、いずれも＊e（下二段活用）

に対応する。過去形、中止形の語幹末母音が i であれば混合変化動詞である。

基本語幹 音便語幹 連用語幹 

否定形 過去形 非過去形 中止形 継続相 

1 着る cir-aɴ ciː-taɴ ciː-ɴ ci-eː

1 蹴る kiːr-aɴ kiː-taɴ kiːj-uɴ kiː-eː

1 酔う wiːr-aɴ wiː-taɴ

(biːtaɴ) 

(w)iː-ɴ wiː-joːɴ wiː-eː

1 言う ir-aɴ is-saɴ iːr-uɴ j-eː

2 起きる ukir-aɴ uki-taɴ uki-uɴ

（uki-ɴ）

uki-joːɴ uki-eː

2 落ちる utir-aɴ uti-taɴ uti-ɴ uti-ti

2 捨てる sitir-aɴ siti-taɴ siti-ɴ siti-joːɴ siti-eː

2.3 特殊変化動詞

「ある」は基本語幹がわからなったため、今回は特殊変化動詞に分類した。だが、「いる」と

同様に r 語幹動詞である可能性がある。「食う」については、不規則な活用をしているため特殊

変化動詞に分類したが、その他の形式も調査し、分類する必要がある。

基本語幹 音便語幹 連用語幹 

否定形 過去形 非過去形 中止形 継続相 

Ⅰ ある  aː-taɴ a-ɴ a-eː

Ⅱ ない neːn-taɴ neː-ɴ neːna 

Ⅲ 来る k-uːɴ c-aːɴ c-uɴ c-oːɴ c-iː4

Ⅳ 食う kwa-ːɴ kwaː-taɴ kweː-ɴ(hweː-ɴ) kwaː-eː

活用のタイプ

田名方言の強変化動詞は、現代日本語の強変化動詞に対応し、混合変化動詞とことなり、音便

語幹を有する。混合変化動詞は、現代日本語の弱変化動詞に対応し、音便語幹をもたない。現代

日本語の弱変化動詞の基本語幹が母音でおわり、強変化動詞の基本語幹が子音でおわっているの

4 シ中止形であらわれている例
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他の b 語幹動詞でも調査する必要がある。

基本語幹 音便語幹 連用語幹 

否定形 過去形 非過去形 中止形 継続相 

b 飛ぶ tub-aɴ tub-uɴ tub-eː tub-oɴ

b 遊ぶ asib-uɴ

b 遊ぶ asu-daɴ asuw-uɴ asub-eː

（６）r 語幹動詞

r 語幹動詞には、hujuɴ（降る）、kiːjuɴ（蹴る）、koː-iɴ（買う）、ara-iɴ（洗う）などがあ

る。基本語幹末子音は r で、連用語幹末は母音になっている。「洗う」、「買う」は現代日

本語では語幹末が母音になるが、田名方言のばあい語幹末に r があらわれていて両者の語幹

末が対応しない。同様に現代日本語の弱変化動詞に対応する田名方言の動詞の基本語幹末

子音も r になっている。この現象をかりまた（2006）にならい、「r 語幹化」とよぶ。

基本語幹 音便語幹 連用語幹 

否定形 過去形 非過去形 中止形 継続相 

r 降る hur-aɴ hu-taɴ hu-juɴ hu-eː hu-joːɴ

r 被る haur-aɴ hau-taɴ hau-iɴ hau-eː hau-joːɴ

r 掘る hur-aɴ hu-taɴ hu-iɴ huj-eː

(hui-eː) 

hu-joːɴ

r 売る ur-aɴ u-taɴ u-iɴ u-eː u-joːɴ

r 閉じる kuːr-aɴ kuː-taɴ kuː-iɴ kuː-eː

r 寝る nuːr-aɴ nuː-taɴ nu-iɴ nuː-eː nuː-joːɴ

r いる ur-aɴ uː-taɴ u-ɴ

r 買う koːr-aɴ koː-taɴ koː-iɴ koː-eː

r 洗う arar-aɴ ara-taɴ ara-iɴ ara-eː ara-joːɴ

2.2 混合変化動詞

混合変化動詞は、現代日本語の弱変化動詞（鈴木 1972 の第二変化、いわゆる一段動詞）

に対応し、音便語幹をもたない。現代日本語の弱変化動詞の基本語幹が母音でおわり、強

変化動詞の基本語幹が子音でおわっているのに対して、田名方言の混合変化動詞の基本語

幹の末尾は子音になっていて、その点は現代日本語とはことなっている。これは前述した

ように田名方言のばあい、弱変化動詞の基本語幹が r 語幹化したためである。混合変化動

詞は、音便語幹をとりたてて設定する必要がなく、連用語幹の末尾が母音でおわるなど、

現代日本語の弱変化動詞とおなじ特徴も有していて、田名方言のばあい、弱変化動詞と強

変化動詞の混合の活用をするようになっている。

現代日本語の弱変化動詞に対応する伊平屋方言の混合変化動詞は、基本語幹の末尾が -r 
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になっていて、ここでもｒ語幹化がみられる。現代日本語の弱変化動詞に対応する伊平屋

方言の動詞を混合変化動詞とする要因になっている。

現代日本語のばあい、弱変化動詞には基本語幹末の母音が～e（下二段活用）になる動詞

と、～i （上二段活用）になる動詞とがあるが、伊平屋方言のばあい、前者の～e に統一さ

れている。琉球語全体におきたせま母音化のため、いずれも i になっていて、わかりにくい

のであるが、i に先行する子音が口蓋音化していないことから、いずれも＊e（下二段活用）

に対応する。過去形、中止形の語幹末母音が i であれば混合変化動詞である。 

基本語幹 音便語幹 連用語幹 

否定形 過去形 非過去形 中止形 継続相 

1 着る cir-aɴ ciː-taɴ ciː-ɴ ci-eː

1 蹴る kiːr-aɴ kiː-taɴ kiːj-uɴ kiː-eː 

1 酔う wiːr-aɴ wiː-taɴ 

(biːtaɴ) 

(w)iː-ɴ wiː-joːɴ wiː-eː 

1 言う ir-aɴ is-saɴ iːr-uɴ j-eː

2 起きる ukir-aɴ uki-taɴ uki-uɴ 

（uki-ɴ） 

uki-joːɴ uki-eː 

2 落ちる utir-aɴ uti-taɴ uti-ɴ uti-ti 

2 捨てる sitir-aɴ siti-taɴ siti-ɴ siti-joːɴ siti-eː 

2.3 特殊変化動詞

「ある」は基本語幹がわからなったため、今回は特殊変化動詞に分類した。だが、「いる」と

同様に r 語幹動詞である可能性がある。「食う」については、不規則な活用をしているため特殊

変化動詞に分類したが、その他の形式も調査し、分類する必要がある。

基本語幹 音便語幹 連用語幹 

否定形 過去形 非過去形 中止形 継続相 

Ⅰ ある  aː-taɴ a-ɴ a-eː

Ⅱ ない neːn-taɴ neː-ɴ neːna 

Ⅲ 来る k-uːɴ c-aːɴ c-uɴ c-oːɴ c-iː4

Ⅳ 食う kwa-ːɴ kwaː-taɴ kweː-ɴ(hweː-ɴ) kwaː-eː 

活用のタイプ

 田名方言の強変化動詞は、現代日本語の強変化動詞に対応し、混合変化動詞とことなり、音便

語幹を有する。混合変化動詞は、現代日本語の弱変化動詞に対応し、音便語幹をもたない。現代

日本語の弱変化動詞の基本語幹が母音でおわり、強変化動詞の基本語幹が子音でおわっているの

4 シ中止形であらわれている例
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に対して、田名方言の混合変化動詞の基本語幹の末尾は、子音になっていて、その点は現代日本

語とはことなっている。これは田名方言のばあい、弱変化動詞の基本語幹が r 語幹化したため

である。混合変化動詞は、音便語幹をとりたてて設定する必要がなく、連用語幹の末尾が母音で

おわるなど、現代日本語の弱変化動詞とおなじ特徴も有している。田名方言のばあい、弱変化動

詞と強変化動詞の混合の活用をするようになっているためである。以下に活用のタイプをまとめ

る。非過去形の語尾のタイプは、－N、－uN、－iN の３つのタイプに分かれる。 

表 1

基本語幹 連用語幹 音便語幹

k1 持つ muk-aɴ muc-uɴ mu-caɴ 

k2 行く ik-aɴ ic-uɴ n-zjaɴ

g 漕ぐ hug-aɴ huzj-uɴ hu-zjaɴ

h 出す nzjah-aɴ nzjah-uɴ nzja-caɴ

m1 飲む num-aɴ num-uɴ nu-naɴ

m2 食べる kam-aɴ kam-uɴ ka-daɴ

b 遊ぶ asib-aɴ asib-uɴ asu-daɴ

r1 降る hur-aɴ huj-uɴ hu-taɴ

r2 被る haur-aɴ hau-iɴ  hau-taɴ

r3 買う koːr-aɴ koː-iɴ koː-taɴ

r4 洗う arar-aɴ ara-iɴ ara-taɴ

混合変化動詞（弱変化）

1 着る cir-aɴ ciː-ɴ ciː-taɴ 

1 蹴る kiːr-aɴ kiːj-uɴ kiː-taɴ 

1 酔う wiːr-aɴ (w)iː-ɴ wiː-taɴ(biːtaɴ) 

2 起きる ukir-aɴ uki-uɴ（uki-ɴ） uki-taɴ 

2 降りる urir-aɴ uri-ɴ uri-eː 

2 落ちる utir-aɴ uti-ɴ uti-taɴ 

2 捨てる sitir-aɴ siti-ɴ siti-taɴ 

特殊変化動詞

Ⅰ ある   a-ɴ aː-taɴ 

Ⅱ ない   neː-ɴ neːn-taɴ 

Ⅲ 来る kuː-ɴ cu-ɴ caː-ɴ 

Ⅳ 食う kwa-ːɴ kweː-ɴ(hw-eːɴ) kwaː-taɴ 
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まとめ

今回調査した結果をまとめると、田名方言の動詞には、強変化動詞、混合変化動詞、特

殊変化動詞のみっつのタイプがある。また、語幹のタイプとして、基本語幹、連用語幹、

音便語幹の３つのバリアントが存在する。前述したように、田名方言の中止形の語幹は、

連用語幹とおなじ形式になっている。音便語幹は現代日本語で、過去形と強変化動詞の中

止形のときにあらわれるが、田名方言は、第二中止形（シテ形式）がなく、第一中止形は

シアリ相当形式で中止形をつくるため、語幹末が子音となり、連用語幹と同じ形式になる。

今後の課題としては、動詞の語数を増やして、伊平屋方言の動詞活用の体系を記述する

必要があることである。また、nzj-i（漕いで）、uti-ti（落ちて）などのように、中止形の形

式が他の地域の語形であるシ形、シテ形であらわれているものがある。またその他の活用

形でも、他の地域の方言の影響によるものと考えられる特徴がみられたものもあった。そ

のような点をふまえて、今後また調査が必要である。

【資料】動詞活用表

強変化動詞

否定形 過去形 非過去形 継続相 中止形 

k 持つ muk-aɴ mu-caɴ muc-uɴ muc-oːɴ muc-eː

k 縛る kunk-aɴ kun-caɴ kunc-uɴ kunc-oːɴ kunc-eː

k 見る ink-aɴ n-caɴ nts-uɴ/nc-uɴ nc-eː

k 行く ik-aɴ n-zjaɴ ic-uɴ nzj-i

g 漕ぐ hug-aɴ hu-zjaɴ huzj-uɴ huzj-oɴ huzj-i

h 出す nzjah-aɴ nzja-caɴ nzjah-uɴ nzjah-oɴ nzjah-eː

h くれる turah-aɴ tura-caɴ turah-uɴ

h 落とす utus-aɴ utu-caɴ utus-uɴ utusj-eː

h する h-aɴ hw-uɴ h-eː

m 飲む num-aɴ nu-naɴ num-uɴ num-oːɴ num-eː

m 食べる kam-aɴ ka-daɴ kam-uɴ kam-eː

b 飛ぶ tub-aɴ tub-uɴ tub-oɴ tub-eː

b 遊ぶ asib-aɴ asu-daɴ asib-uɴ asir-oːɴ asub-eː

r 降る hur-aɴ hu-taɴ huj-uɴ hu-joːɴ hu-eː

r 被る haur-aɴ hau-taɴ hau-iɴ hau-joːɴ hau-eː

r 掘る hur-aɴ hu-taɴ hu-iɴ hu-joːɴ huj-eː

(hui-eː)

r 売る ur-aɴ u-taɴ u-iɴ u-joːɴ u-eː

r 閉じる kuːr-aɴ kuː-taɴ kuː-iɴ kuː-eː
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に対して、田名方言の混合変化動詞の基本語幹の末尾は、子音になっていて、その点は現代日本

語とはことなっている。これは田名方言のばあい、弱変化動詞の基本語幹が r 語幹化したため

である。混合変化動詞は、音便語幹をとりたてて設定する必要がなく、連用語幹の末尾が母音で

おわるなど、現代日本語の弱変化動詞とおなじ特徴も有している。田名方言のばあい、弱変化動

詞と強変化動詞の混合の活用をするようになっているためである。以下に活用のタイプをまとめ

る。非過去形の語尾のタイプは、－N、－uN、－iN の３つのタイプに分かれる。

表 1

基本語幹 連用語幹 音便語幹

k1 持つ muk-aɴ muc-uɴ mu-caɴ

k2 行く ik-aɴ ic-uɴ n-zjaɴ

g 漕ぐ hug-aɴ huzj-uɴ hu-zjaɴ

h 出す nzjah-aɴ nzjah-uɴ nzja-caɴ

m1 飲む num-aɴ num-uɴ nu-naɴ

m2 食べる kam-aɴ kam-uɴ ka-daɴ

b 遊ぶ asib-aɴ asib-uɴ asu-daɴ

r1 降る hur-aɴ huj-uɴ hu-taɴ

r2 被る haur-aɴ hau-iɴ hau-taɴ

r3 買う koːr-aɴ koː-iɴ koː-taɴ

r4 洗う arar-aɴ ara-iɴ ara-taɴ

混合変化動詞（弱変化）

1 着る cir-aɴ ciː-ɴ ciː-taɴ

1 蹴る kiːr-aɴ kiːj-uɴ kiː-taɴ

1 酔う wiːr-aɴ (w)iː-ɴ wiː-taɴ(biːtaɴ) 

2 起きる ukir-aɴ uki-uɴ（uki-ɴ） uki-taɴ

2 降りる urir-aɴ uri-ɴ uri-eː

2 落ちる utir-aɴ uti-ɴ uti-taɴ

2 捨てる sitir-aɴ siti-ɴ siti-taɴ

特殊変化動詞

Ⅰ ある   a-ɴ aː-taɴ

Ⅱ ない   neː-ɴ neːn-taɴ

Ⅲ 来る kuː-ɴ cu-ɴ caː-ɴ

Ⅳ 食う kwa-ːɴ kweː-ɴ(hw-eːɴ) kwaː-taɴ
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まとめ

今回調査した結果をまとめると、田名方言の動詞には、強変化動詞、混合変化動詞、特

殊変化動詞のみっつのタイプがある。また、語幹のタイプとして、基本語幹、連用語幹、

音便語幹の３つのバリアントが存在する。前述したように、田名方言の中止形の語幹は、

連用語幹とおなじ形式になっている。音便語幹は現代日本語で、過去形と強変化動詞の中

止形のときにあらわれるが、田名方言は、第二中止形（シテ形式）がなく、第一中止形は

シアリ相当形式で中止形をつくるため、語幹末が子音となり、連用語幹と同じ形式になる。

今後の課題としては、動詞の語数を増やして、伊平屋方言の動詞活用の体系を記述する

必要があることである。また、nzj-i（漕いで）、uti-ti（落ちて）などのように、中止形の形

式が他の地域の語形であるシ形、シテ形であらわれているものがある。またその他の活用

形でも、他の地域の方言の影響によるものと考えられる特徴がみられたものもあった。そ

のような点をふまえて、今後また調査が必要である。

【資料】動詞活用表

強変化動詞

否定形 過去形 非過去形 継続相 中止形 

k 持つ muk-aɴ mu-caɴ muc-uɴ muc-oːɴ muc-eː 

k 縛る kunk-aɴ kun-caɴ kunc-uɴ kunc-oːɴ kunc-eː 

k 見る ink-aɴ n-caɴ nts-uɴ/nc-uɴ nc-eː 

k 行く ik-aɴ n-zjaɴ ic-uɴ nzj-i 

g 漕ぐ hug-aɴ hu-zjaɴ huzj-uɴ huzj-oɴ huzj-i 

h 出す nzjah-aɴ nzja-caɴ nzjah-uɴ nzjah-oɴ nzjah-eː 

h くれる turah-aɴ tura-caɴ turah-uɴ

h 落とす utus-aɴ utu-caɴ utus-uɴ utusj-eː 

h する h-aɴ hw-uɴ h-eː

m 飲む num-aɴ nu-naɴ num-uɴ num-oːɴ num-eː 

m 食べる kam-aɴ ka-daɴ kam-uɴ kam-eː 

b 飛ぶ tub-aɴ tub-uɴ tub-oɴ tub-eː 

b 遊ぶ asib-aɴ asu-daɴ asib-uɴ asir-oːɴ asub-eː 

r 降る hur-aɴ hu-taɴ huj-uɴ hu-joːɴ hu-eː 

r 被る haur-aɴ hau-taɴ hau-iɴ hau-joːɴ hau-eː 

r 掘る hur-aɴ hu-taɴ hu-iɴ hu-joːɴ huj-eː 

(hui-eː) 

r 売る ur-aɴ u-taɴ u-iɴ u-joːɴ u-eː

r 閉じる kuːr-aɴ kuː-taɴ kuː-iɴ kuː-eː 
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r 寝る nuːr-aɴ nuː-taɴ nu-iɴ nuː-joːɴ nuː-eː 

r いる wur-aɴ wuː-taɴ wu-ɴ 

r 洗う arar-aɴ ara-taɴ ara-iɴ ara-joːɴ ara-eː 

r 買う koːr-aɴ koː-taɴ koː-iɴ koː-eː 

混合変化動詞（弱変化）

1 着る cir-aɴ ciː-taɴ ciː-ɴ ci-eː

1 蹴る kiːr-aɴ kiː-taɴ kiːj-uɴ kiː-eː 

1 酔う wiːr-aɴ wiː-taɴ(biːtaɴ) (w)iː-ɴ wiː-joːɴ wiː-eː 

1 言う ir-aɴ is-saɴ iːr-uɴ j-eː

2 起きる ukir-aɴ uki-taɴ uki-uɴ 

（uki-ɴ） 

uki-joːɴ uki-eː 

2 降りる urir-aɴ uri-ɴ uri-eː 

2 落ちる utir-aɴ uti-taɴ uti-ɴ uti-ti 

2 捨てる sitir-aɴ siti-taɴ siti-ɴ siti-joːɴ siti-eː 

特殊変化動詞

Ⅰ ある  aː-taɴ a-ɴ a-eː

Ⅱ ない neːn-taɴ neː-ɴ neːna 

Ⅲ 来る k-uːɴ c-aːɴ c-uɴ c-oːɴ c-iː

Ⅳ 食う kwa-ːɴ kwaː-taɴ kweː-ɴ(hweː-ɴ) kwa-ːeː 
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沖縄県西表船浮方言

荻野千砂子 

１ 沖縄県八重山郡竹富町西表島の船浮（ふなうき）集落

竹富町地区人口動態票（平成 29〈2017〉年 1 月）によると，舟浮集落の人口は 51 名で

ある１。役場の書類上の表記は「舟浮」とあるが，話者によると，元来「船浮」が正しく，

役場に間違って届けたため，現在のような表記になったのだという。調査に協力してくだ

さっている船浮方言の話者は，清水光江氏（昭和 3 年生まれ女性）と戸眞伊廣氏（昭和 15
年生まれ男性）のお二人である。お二人とも，現在，石垣市に在住している。話者の見解

を尊重するため，今後「船浮」と表記することにする。船浮方言を話せる話者数を尋ねた

ところ，石垣市在住者と船浮在住者を含めた話者の数は 10 名にも満たないことが分かった。

早急な記述が望まれる言語の一つである。 

話者の話を聞いていると，西表島の西側の，祖納（そない），干立（ほしたて），白浜（し

らはま），船浮，網取（あみとり，1971 年廃村）で一つの文化圏を作っていた様子が分か

る。西表島の東側の古見（こみ）や大原（おおはら）とは異なる文化圏である。この中で

船浮は，天然の港に恵まれており，沖縄の本土復帰の頃まで台風の前後など国際的な避難

港として賑わっていたという。そのため，来港する船からもたらされる本土の音楽や文化

に直に接する機会が多く，「船浮は，内地なみ（の文化環境）だった」と語る。生活につい

て聞いてみると，確かに一般的な八重山の文化とは異なるところがある。一点目は「山羊

を食べない」ことである。山羊を飼育はしていたが，糞を肥料とするのが目的であり，食

べることはなかったという。二点目は「イノシシを刺身で食べない」ことである。西表島

ではイノシシを捕獲して食べるが，祖納では新鮮なイノシシの肉を刺身で食べる習慣があ

った。それに対し船浮では「決して刺身で食べない。必ず火を通す。」と言う。同じ西表島

でも異なる生活様式が伺われて興味深い。

（図）西表島船浮の位置２

１ 竹富町 HP による。
２ 国土地理院発行の地図データをもとに Thomas Pellard 氏が作成した地図に加筆をしている。
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